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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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達成状況
の分析

　農業・農村が有する多面的機能の保全に関する研修会（21回）を開催し、事業制度の周知や機運の向上を図ったことによ
り、39,707haにおいて保全活動が行われたが、地域のリーダーとなる人材が不足しており、新たに取り組む組織が予定より少
なかったため、目標をやや下回った。（達成率99％）

主な取組

今後、事業
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課　　題　　等 今後の方向性

　活動の取組・継続に当たって、「集落をまとめるリーダーがい
ない」、「集落全体の合意形成が図れない」等の意見が多いた
め、活動を担う多様な人材の確保・育成が必要である。

　市町村が行う新規地域のとりまとめの際に、個別相談等
の支援を強化するとともに、継続組織に対しては、国が行
うリーダー研修会等への参加を促すなど、指導者の育成と
安定した組織体制づくりを支援する。

　地域の共同活動への支援
　　農地等の保全活動、地域資源（農地・水路・農道・ため池等）の向上を図る共同活動、施設の長寿命化のための活動を
　支援しました。（720組織）

　活動組織や市町村が行う書類作成等の事務について、負担軽減
の要望が多く寄せられている。

　活動組織及び市町村の事務負担軽減を図るため、活動組
織の広域化や外部団体等への事務委託を促進するととも
に、パソコンを活用した事務処理ソフトに関する研修会を
開催する。

成果指標
設定理由

１　農業農村の多面的機能の維持発揮を目的として、地域資源の保全活動等を地域の協働で行う多面的機能支払事業による活
動面積を成果指標に設定した。
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【現　　状】
　農村地域における過疎化・高齢化の進行や担い手の減少などにより、地域の協働で行われてきた水路、農道な
ど地域資源の保全管理に支障が生じている。

【目指す姿】
　農業者をはじめとする地域住民が取り組む水路の泥上げや農道の路面維持、植栽による景観形成など、農地・
農業用施設等の適切な保全管理を支援し、農業・農村が持つ多面的機能を次代に引き継ぐ。

【実施内容】
　多面的機能支払事業　720組織
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多面的機能支払事業によ
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目標値H30年度 R１年度

地域住民による景観形成活動（植栽）地域資源の保全活動（ため池堤体の草刈り）
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